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胞である ATDC5 を用いた研究において、in vitro で再現可能であることがわかっている。その為今




























































観察できた。細胞ナノフラグメント由来の石灰化物は in vivo で観察されたものに近似した石灰化小
球であった。作製した海綿骨様構造体を電子顕微鏡を用いて観察した結果、初期海綿骨と同様の三
次元多孔構造であった。細胞の表面および内部において細胞の接着を認めており、細胞培養可能な
構造体であることを確認した。また培養後も海綿骨様構造体は多孔構造を維持していた。 
【結論】 
本研究では細胞ナノフラグメントを起点材料として海綿骨と同様の石灰化小球形成さらに海綿骨
様構造体の作製に成功した。マウス骨髄由来細胞を用いた親和性試験においても表面および内部で
細胞の接着が確認できており、材料の親和性および細胞に対する為害性はなかった。 
本研究は、初期海綿骨形成過程によって得られた知見を応用することで、新しい骨様スキャホール
ドを作製している。これは極めて新規性に富んだ研究であるだけでなく、今後の臨床応用にも期待
される材料である。 
よって、審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める。 
 
